
宗
教
的
樹
象
ご
し
て
の
］
歴
史
的
人
格

菅

圓

吉

　
宗
激
的
歯
象
ご
し
て
の
歴
史
的
人
格
な
る
宗
激
越
一
般
の
聞
題
を
、
私
は
今
、
此
虚
で
キ
ヲ
ス
ト

敏
の
立
…
場
よ
り
論
じ
よ
う
ご
す
る
。
か
く
す
る
事
は
、
歴
吏
の
中
に
紳
の
啓
示
を
見
る
を
其
の
特

徴
こ
す
る
キ
リ
ス
ト
激
の
濃
艶
に
於
て
は
、
そ
の
信
仰
ε
宗
租
の
歴
史
性
ご
が
特
に
密
接
に
關
係

し
，
且
又
、
此
の
問
題
は
キ
ソ
ス
ト
敏
の
新
教
紳
筆
者
達
に
よ
っ
て
學
下
上
模
範
的
に
取
扱
は
れ
て

る
る
ご
、
私
が
信
じ
だ
爲
め
で
あ
る
。
然
し
，
此
の
論
文
が
示
す
で
あ
ら
う
如
く
に
、
私
の
引
く
結
論

は
、
や
が
て
又
即
く
宗
外
野
唱
般
の
立
場
に
蹄
り
來
る
事
に
よ
っ
て
、
私
は
、
｝
の
特
定
な
る
宗
激
を

取
扱
ひ
つ
、
も
、
其
の
根
抵
に
於
て
は
、
や
は
り
廣
く
宗
教
學
一
般
の
問
題
に
茂
れ
て
み
る
ご
考
へ

る
。

565

　
古
代
の
キ
リ
ス
ト
敏
敷
理
が
昏
壊
し
、
中
世
の
激
會
文
明
が
琵
解
し
て
、
近
代
の
學
術
の
勃
興
ビ

共
に
、
キ
ソ
ス
ト
激
信
仰
に
決
定
的
な
影
響
ご
墾
化
ビ
を
惹
貸
し
た
も
の
は
先
づ
第
一
に
、
歴
吏
學

　
　
　
　
宗
歌
的
封
象
ミ
し
て
の
歴
史
的
人
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
一
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誓
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砺
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第
九
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九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

の
上
に
立
つ
た
聖
書
批
詐
で
あ
っ
た
。

　
歴
史
的
批
評
に
は
無
尽
係
に
傘
直
に
、
古
い
澱
會
的
澱
理
を
そ
の
ま
、
に
受
容
れ
る
者
に
は
、
永

遠
な
る
官
ゴ
ス
こ
し
て
の
キ
ジ
ス
ト
、
そ
の
本
質
に
於
て
は
誌
面
ご
歴
史
ご
を
超
越
し
た
絶
封
な

る
神
性
に
属
す
る
イ
エ
ス
は
、
そ
の
信
仰
の
封
面
こ
な
り
得
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

　
然
し
、
寸
書
の
研
究
に
、
批
詳
學
ご
歴
史
的
心
理
學
ご
が
入
り
來
つ
た
ご
共
に
、
イ
エ
ス
は
永
遠
、
絶

甥
、
超
歴
史
の
世
界
よ
b
、
有
限
．
相
勤
、
歴
史
の
世
界
へ
引
下
げ
ら
れ
た
。
勿
論
、
一
方
で
は
、
歴
・
史
學
が

イ
エ
ス
に
關
す
る
交
書
を
批
評
的
に
取
扱
ふ
事
に
よ
っ
て
イ
エ
ス
の
生
涯
ご
人
格
と
は
正
確
に

又
、
歴
史
的
に
解
明
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
イ
エ
ス
は
一
心
親
し
く
人
間
に
近
附
け
ら
れ
、
從
っ
て
叉
入
間

に
ご
つ
て
「
履
強
い
カ
ご
は
な
っ
た
が
、
他
方
で
は
、
人
々
は
愚
管
な
る
確
信
の
上
に
四
二
的
批
詐

的
問
題
を
積
み
重
ね
る
事
が
如
何
に
苦
し
い
か
を
経
験
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
此
の
事
は
、
理

学
論
者
や
ラ
イ
マ
ル
ス
の
七
二
來
、
特
に
避
け
難
き
困
難
こ
な
り
始
め
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

歴
史
批
評
學
の
結
果
は
、
イ
エ
ス
自
身
、
及
び
彼
に
泣
い
た
原
始
毅
會
の
思
想
が
、
近
代
の
宗
激
的
倫

理
的
立
場
ご
は
異
っ
た
、
即
ち
古
代
の
野
里
の
、
世
界
擬
．
ユ
ダ
ヤ
や
そ
の
他
の
東
洋
至
愛
の
宗
敏
槻

及
び
ア
ボ
カ
リ
ブ
シ
ス
的
絡
末
観
的
思
想
の
上
に
立
つ
事
、
又
、
イ
エ
ス
の
キ
ソ
ス
ト
敷
は
、
そ
の
當

時
の
學
術
と
文
化
ご
密
開
せ
る
地
上
の
遣
徳
ε
要
協
し
た
、
下
働
の
キ
リ
ス
ト
激
ご
は
異
っ
た
も
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の
で
あ
る
事
を
明
に
し
た
。
か
く
て
、
イ
エ
ス
の
帥
槻
、
人
生
槻
、
特
に
倫
理
掘
は
、
樹
ほ
現
代
に
適
用

し
得
る
で
あ
ら
う
か
ご
問
は
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
○
若
し
是
に
肯
定
的
解
答
を
輿
へ
む
ご

す
れ
ば
、
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
姿
．
イ
エ
ス
の
駿
よ
り
、
永
遠
な
る
贋
値
を
抜
き
出
　
さ
ね

ば
な
ら
豊
麗
に
、
今
迄
、
敏
會
が
国
威
を
も
つ
て
迫
っ
た
イ
エ
ス
に
饗
す
る
軍
純
な
る
宗
数
的
態
度

は
不
可
能
こ
な
つ
だ
。

　
更
に
、
批
評
學
に
於
け
る
9
莚
【
窪
の
研
究
が
、
古
代
言
語
學
の
影
響
を
受
け
て
一
暦
複
雑
ご
な
り

曲
り
し
爲
め
、
イ
エ
ス
に
就
て
の
歴
史
的
認
識
の
確
毒
性
が
脅
さ
れ
始
め
た
。
否
、
言
語
選
者
達
は
、

恐
ろ
し
い
勢
を
以
て
、
從
來
の
狭
い
保
守
的
見
地
ご
宗
教
的
束
緯
ご
を
突
破
し
て
、
イ
エ
ス
及
び
イ

エ
ス
の
編
暑
に
就
て
の
歴
史
的
認
識
の
不
可
能
を
さ
へ
主
張
し
た
。
か
く
て
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
『
イ

エ
ス
の
生
涯
』
毒
血
、
次
第
に
其
の
論
法
を
無
く
し
叉
．
過
激
に
進
め
た
智
者
達
は
、
イ
エ
ス
の
生
涯

に
面
す
る
問
題
を
全
然
、
不
可
解
こ
し
て
断
念
し
、
學
術
的
研
究
の
可
能
を
有
す
る
範
園
を
ば
、
イ
エ

ス
の
説
敷
に
の
み
限
っ
た
。
然
し
，
途
に
は
又
、
其
の
説
藪
の
認
識
を
す
ら
不
可
能
ε
せ
し
の
み
な

ら
す
、
イ
エ
ス
な
る
歴
史
的
存
在
を
さ
へ
疑
ふ
極
端
に
過
激
な
結
論
が
引
山
出
　
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

か
く
て
、
今
や
、
歴
史
的
事
實
ご
信
抑
ご
を
結
付
け
る
事
は
困
難
、
否
、
不
可
能
こ
な
っ
た
。
今
述
べ
た
、

イ
エ
ス
を
非
歴
史
的
存
在
こ
す
る
見
方
、
並
び
に
、
イ
エ
ス
の
説
激
の
認
識
の
不
可
能
を
主
張
す
る

　
　
　
　
宗
教
的
封
象
ミ
し
て
の
歴
吏
的
入
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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哲
學
研
究
　
第
九
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
四

見
方
は
、
余
う
に
行
き
過
ぎ
た
結
論
で
あ
ら
う
○
然
し
、
私
は
今
、
此
慮
で
，
一
々
、
此
等
の
歴
吏
批
詳
學

の
研
　
究
の
結
果
を
評
僧
眠
す
る
暇
を
持
た
な
い
。
唯
・
だ
、
一
般
に
か
、
る
疑
問
を
惹
起
す
・
る
可
鰻
胆
抽
性
、

否
、
必
然
性
を
持
つ
た
、
或
は
が
、
る
質
疑
か
ら
永
久
に
離
れ
る
事
の
禺
心
な
い
で
も
あ
ら
う
慮
の
、

歴
史
的
濁
象
に
甥
し
て
、
我
々
は
爾
ほ
常
に
宗
教
的
態
度
を
ご
り
得
る
で
あ
ら
う
か
、
ご
云
、
訟
事
よ

う
し
て
、
現
代
の
キ
ソ
ス
ト
敢
榊
學
の
重
大
問
題
が
起
り
簸
る
の
で
あ
る
を
明
に
す
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。

　
此
の
虚
報
批
評
の
結
果
ご
相
応
む
で
、
宗
激
出
血
裏
ご
し
て
の
歴
史
的
入
篭
な
る
淋
學
問
題
に
、

等
し
く
決
定
的
結
果
を
與
へ
る
は
、
近
代
人
の
宗
教
思
想
の
根
本
豫
想
π
る
滋
藤
の
合
理
主
義
こ

も
欝
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

　
古
い
敷
量
的
信
仰
、
師
ち
、
舳
　
の
化
身
、
ヰ
リ
ス
ト
’
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
だ
厳
會
ご
聖
璽
、
及
び
キ
ソ

ス
塾
の
賦
罪
に
鞭
て
の
信
仰
、
換
言
す
れ
ば
、
棘
ご
人
類
ご
を
和
解
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
入
国
を
ぱ
原

罪
（
q
臣
｛
ぎ
畠
。
）
の
毒
殺
力
よ
り
解
き
放
つ
キ
リ
ス
ト
の
音
盤
、
及
び
、
か
》
る
救
濟
は
激
會
の
組
織
の

中
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ
の
信
仰
は
、
近
代
人
に
は
最
早
や
無
意
味
ご
な
っ
た
。
近
代
入
に

は
、
キ
ソ
ス
ト
敦
ビ
は
、
先
づ
棘
に
就
て
の
不
断
に
新
し
き
生
け
る
信
仰
で
あ
り
、
国
労
ご
は
、
不
断
に

新
し
く
紳
が
人
間
の
心
霊
に
働
く
事
で
あ
っ
た
。
　
帥
ち
，
キ
ヅ
ス
ト
激
は
、
一
定
の
沸
の
信
仰
，
若
し
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く
ば
、
實
際
的
生
活
の
規
範
を
俘
へ
る
、
濁
特
な
る
神
に
就
て
の
認
識
、
更
に
換
言
す
れ
ば
、
一
の
宗
敢

的
理
念
、
乃
至
。
宗
教
的
原
理
で
あ
っ
た
○
　
而
し
て
が
、
る
信
仰
は
、
理
論
的
に
又
は
哲
學
的
に
解
さ

れ
る
必
要
も
な
し
，
又
、
「
般
的
世
界
観
を
俘
ふ
必
要
も
な
い
。
　
そ
は
唯
だ
、
紳
、
及
び
淋
が
世
界
ご
入

顛
ご
に
封
ず
る
包
構
に
就
て
の
信
仰
ご
し
℃
倫
理
的
宗
駿
的
生
活
原
理
ご
し
て
全
然
、
實
践
的
に

解
さ
れ
、
而
し
て
、
そ
は
全
く
経
験
、
戚
情
、
及
び
内
的
膿
験
の
上
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
。
か
く
て
は
，
然

し
、
そ
は
古
代
の
キ
ソ
ス
ト
激
の
救
濟
毒
念
を
根
本
か
ら
墾
化
し
淀
事
は
明
で
あ
ら
う
。
　
何
ε
な

れ
ば
、
此
慮
で
は
救
濟
ビ
は
、
帥
は
己
自
身
を
、
罪
を
赦
す
聖
な
る
意
志
で
あ
る
ご
信
ず
る
事
、
又
は
、
紳

の
認
識
に
よ
っ
て
入
間
の
孤
露
の
中
に
働
く
常
に
新
し
き
帥
の
カ
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
救
濟
一

ε
は
、
キ
ソ
ス
ト
に
よ
っ
て
歴
面
的
に
完
成
さ
れ
た
、
再
び
繰
返
し
の
な
い
…
回
忌
事
件
を
意
味
し

な
い
。
そ
れ
故
に
又
．
薮
會
ε
は
此
威
で
は
、
聖
書
ご
聖
冥
ご
を
…
以
て
、
融
の
化
身
、
帥
ち
キ
リ
ス
ト
が

奇
蹟
朗
に
制
定
し
た
感
恩
の
カ
を
、
人
間
に
客
槻
的
に
傳
達
す
る
機
能
で
．
は
な
く
し
て
、
同
じ
神
の

認
識
を
抱
く
信
者
の
資
歯
な
る
團
結
を
意
味
し
、
か
、
る
信
仰
を
生
長
し
登
展
せ
し
め
む
鴬
め
に

は
任
意
に
如
何
な
る
形
式
を
も
取
る
事
が
鴇
　
、
從
っ
て
之
は
何
の
奇
蹟
的
要
素
を
も
有
し
な
い

純
粋
に
人
間
的
結
合
で
あ
る
が
、
更
に
進
む
で
は
が
・
》
る
結
合
を
す
ら
全
然
必
要
と
し
な
い
。
か

く
て
は
、
滞
貸
の
二
四
こ
し
て
、
又
、
敏
愈
ご
聖
輿
の
奇
蹟
的
力
の
根
源
ε
し
て
の
歴
史
的
イ
エ
ス
も

　
　
　
　
察
教
的
劉
象
定
し
て
の
歴
吏
的
人
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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【
山
ハ

不
必
要
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
か
、
る
紳
の
認
識
は
、
風
入
の
心
立
ご
経
験
の
中
に
、
即

ち
個
人
の
主
槻
的
確
儒
の
中
に
基
礎
を
抜
く
が
故
に
、
敢
會
の
客
槻
的
傳
襲
的
信
仰
は
個
入
の
主

槻
的
下
情
へ
ざ
遷
り
行
き
、
個
入
が
神
の
意
志
を
實
蹟
的
に
認
識
す
る
事
の
み
よ
り
し
て
起
る
此

の
救
濟
は
必
ず
し
も
一
般
に
歴
史
的
事
實
そ
の
も
の
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
。

　
此
の
近
代
人
の
宗
敏
的
態
度
の
根
本
豫
想
は
、
然
し
、
既
に
古
代
、
及
び
中
世
の
激
會
内
に
於
て
、
紳

の
儒
仰
を
軍
に
客
観
的
に
事
實
的
に
で
は
な
く
し
て
、
主
槻
的
に
内
的
に
基
礎
付
け
よ
う
こ
の
試

が
現
は
れ
元
号
、
屡
々
、
暗
示
さ
れ
、
特
に
新
前
の
心
露
圭
義
者
達
務
直
穿
⊆
巴
｛
ω
零
p
）
に
よ
っ
て
鴨
に
叉

鋭
く
表
現
さ
れ
だ
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
此
の
合
理
主
義
は
、
心
血
圭
義
者
及
び
、
ソ
シ
ニ
ア
ン
、
人

道
主
義
者
、
面
高
、
歴
史
批
評
學
ご
結
付
い
て
、
共
に
、
罪
に
堕
せ
し
世
界
を
ば
一
の
塒
定
な
る
歴
更
的

事
件
に
よ
っ
て
奇
蹟
的
に
救
ふ
ご
の
兜
首
の
實
謹
而
立
濟
説
に
反
磁
し
て
、
為
所
の
凝
念
を
ば
、
キ

ソ
ス
掛
激
の
紳
の
槻
念
ご
其
の
認
識
に
伸
ふ
倫
理
的
行
爲
ご
考
へ
始
め
た
。
か
く
て
，
エ
ラ
ス
「
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ス
、
ソ
シ
ニ
よ
リ
ロ
ッ
ク
ラ
イ
プ
ニ
ソ
ツ
に
劉
る
迄
の
紳
忍
者
達
は
、
唯
だ
イ
エ
ス
の
歴
史
的
奇
蹟

が
キ
リ
ス
ト
藪
の
眞
理
を
傳
奇
し
又
．
確
信
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
ご
の
意
昧
に
於
て
、
キ
ソ
ス
勢

激
に
歴
吏
公
事
實
の
必
然
性
を
ゆ
る
し
た
。
然
し
、
そ
れ
に
績
炉
た
レ
ツ
シ
ン
グ
、
及
び
、
カ
ン
塾
は
、

か
、
る
理
由
の
皮
相
な
る
に
満
足
せ
す
、
進
む
で
、
イ
エ
ス
の
歴
面
的
事
實
は
、
キ
リ
ス
ト
藪
の
眞
理
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を
歴
史
の
中
に
導
入
す
る
軍
な
る
方
便
と
の
み
解
し
、
從
っ
て
が
、
る
理
念
そ
の
も
の
は
剛
度
，
歴

史
に
導
入
せ
ら
る
、
や
、
己
自
身
の
カ
に
よ
っ
て
立
ち
、
又
、
己
を
完
成
す
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
が
〉

る
理
念
は
、
純
粋
な
る
溢
徳
意
識
が
何
の
學
術
的
謹
明
に
も
よ
ら
す
唯
だ
そ
れ
函
身
、
膚
登
的
に
又
、

必
然
的
に
要
求
す
る
も
の
ε
考
へ
た
○
從
っ
て
、
歴
史
的
事
實
は
軍
に
例
謹
で
は
あ
り
得
て
も
、
護

明
で
は
あ
り
え
な
く
な
っ
た
。

　
此
の
思
想
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
及
び
、
そ
の
學
派
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
表
現
さ
る
、
に
到
っ
た
。
　
彼
等

は
、
宗
毅
的
信
仰
が
歴
史
よ
り
し
て
生
超
す
る
事
は
認
め
た
が
、
そ
の
信
仰
の
内
的
眞
理
ε
要
當
性

ビ
は
之
を
歴
史
的
事
實
の
上
に
墓
礎
付
け
な
か
っ
た
。
帥
と
人
ビ
の
融
合
の
認
識
ご
し
て
の
キ

ソ
ス
ト
敏
の
根
本
原
理
は
、
此
の
原
理
の
完
成
、
又
は
歴
更
的
畠
登
貼
ε
し
て
の
イ
エ
ス
の
人
格
よ

り
明
に
匪
別
さ
れ
た
。
此
の
立
場
は
ゼ
ー
デ
ル
マ
ン
、
プ
ラ
イ
デ
ラ
ァ
、
及
び
新
フ
ソ
ー
ス
涙
、
新
ヘ

ー
ゲ
ル
涙
の
憩
學
者
達
に
よ
っ
て
、
今
、
爾
ほ
其
の
勢
力
を
失
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
し
、
叉
、
歴
史
ご
理
念
，
人
格
ご
原
理
ご
の
、
匠
別
を
明
自
に
し
な
い
で
．
む
し
ろ
雨
者
の
乖
離
を
緩

和
し
、
又
、
調
停
し
よ
う
ご
の
試
が
出
で
た
。
　
そ
は
キ
ソ
ス
ト
激
の
救
主
に
ε
り
て
塾
主
的
人
格
が

絶
無
的
ご
迄
は
行
か
す
ご
も
，
粕
謝
的
に
必
然
な
る
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
思
想
は
古
代

敏
會
の
傳
襲
的
信
仰
、
帥
ち
歴
史
的
奇
蹟
に
よ
っ
て
の
救
出
な
る
槻
念
を
排
斥
し
て
近
代
の
宗
激

　
　
　
　
宗
敷
的
欝
象
建
し
て
の
歴
奥
的
入
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
七
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槻
邸
ち
、
聯
が
不
断
に
新
し
く
個
入
の
心
盤
に
救
濟
を
働
く
ざ
の
信
仰
に
、
左
齢
す
る
○
然
し
、
そ
の

際
こ
の
救
濟
に
は
イ
エ
ス
な
る
歴
史
的
入
格
に
重
て
の
明
か
な
智
識
を
有
し
，
そ
の
人
格
を
眼
前

に
生
々
と
描
き
出
す
事
が
必
要
で
あ
る
ご
説
く
。
而
し
て
腕
章
で
云
ふ
歴
吏
的
人
格
と
は
、
イ
エ

ス
の
奇
蹟
こ
か
彼
の
個
々
の
言
葉
で
な
く
し
て
、
イ
エ
ス
の
全
人
格
よ
り
流
出
．
つ
る
宗
鍛
的
印
象
、

又
は
戚
化
を
意
号
す
る
。
聖
書
の
中
に
生
き
た
維
ご
し
て
描
き
出
さ
れ
た
歴
奥
嫁
入
格
の
暗
示

力
あ
る
に
よ
っ
て
、
始
め
て
力
強
き
信
仰
が
生
超
す
る
の
で
あ
っ
て
、
イ
エ
ス
の
入
格
的
戚
化
ご
印

象
な
き
、
軍
な
る
理
念
．
原
理
、
又
は
豫
戚
の
み
で
は
、
威
激
ご
露
戚
ご
實
践
的
力
ご
を
持
來
す
不
断
に

新
し
き
救
濟
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
此
の
思
想
は
先
づ
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
に
よ
っ
て
基
礎
を
置
か
れ
、
そ
の
後
．
ソ
ッ
チ
川
及

び
ヘ
ヤ
マ
ン
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
又
、
登
簿
せ
し
め
ら
れ
た
。
ソ
ッ
チ
ル
は
歴
史
的
入
格
の
代

り
に
，
罪
を
ゆ
る
す
イ
エ
ス
の
灌
威
を
高
調
し
た
。
イ
エ
ス
は
、
か
、
る
皇
威
に
よ
つ
、
て
紳
の
國
を

建
設
し
、
而
し
て
、
激
會
は
イ
エ
ス
の
灌
威
を
傳
達
す
る
事
、
印
ち
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
罪
が
赦
る
さ
る

、
ご
の
確
信
を
輿
へ
る
事
、
に
よ
っ
て
眞
の
救
濟
を
完
う
す
る
ε
説
や
た
。
　
ヘ
ヤ
マ
ン
は
、
イ
エ
ス

な
る
歴
吏
落
入
格
が
強
い
宗
知
的
力
で
あ
ら
む
が
た
め
に
は
一
定
・
の
前
提
を
必
要
こ
し
た
。
師

ち
．
人
間
は
、
生
活
の
、
特
に
良
心
の
奮
岡
ε
苦
戦
ビ
の
眞
中
に
於
て
の
み
、
イ
エ
ス
を
ぱ
罪
を
赦
し
又
、
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洗
ひ
清
め
る
融
の
救
濟
の
カ
の
唯
一
の
啓
示
ご
信
じ
得
た
。

　
此
の
、
ト
レ
ル
チ
に
よ
っ
て
し
Q
。
広
。
…
o
§
鴛
滞
鴨
一
霞
叶
。
。
。
露
i
類
亀
「
ヨ
9
毒
。
・
9
日
。
嶺
く
。
善
寡
鉱
毒
σ
q
ω
σ
、
陰
ω
　
ご
呼

ば
れ
た
．
思
想
は
、
キ
リ
ス
ト
鍛
か
一
回
的
な
歴
史
的
事
忌
ビ
奇
蹟
的
な
恩
寵
の
方
法
ご
に
よ
つ
τ

救
濟
で
は
な
く
し
て
紳
の
實
践
的
認
識
、
又
は
、
理
念
で
あ
る
事
を
明
に
し
た
が
、
叉
、
こ
の
宗
激
的
理

念
が
筆
力
を
現
示
せ
む
爲
め
に
は
歴
吏
的
人
格
ご
結
び
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
、
郎
ち
、
歴
史

的
人
格
が
あ
っ
て
始
め
て
理
念
は
カ
ご
確
信
ご
を
與
へ
る
を
も
主
張
し
紀
。

　
然
し
が
、
る
三
界
に
は
種
々
な
る
困
難
が
あ
る
。
　
先
づ
彼
等
の
「
イ
エ
ス
の
事
跡
」
な
る
も
の
は

我
々
が
一
般
に
云
ふ
事
忌
で
は
な
く
し
て
、
唯
だ
信
仰
の
立
場
よ
り
し
て
見
ら
れ
た
事
實
で
あ
る
。

從
っ
て
が
、
る
事
實
は
、
歴
史
批
評
の
立
場
よ
）
考
へ
る
入
に
は
不
明
自
、
内
至
、
不
可
解
で
あ
る
。

か
、
る
三
界
は
、
純
粋
に
歴
史
的
な
聖
書
研
究
の
も
と
に
生
漣
し
た
も
の
で
な
く
、
激
義
學
に
墓
い

π
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
意
義
學
、
又
は
組
織
神
學
の
立
場
よ
り
し
て
云
へ
ば
、
此
の
見
界
に
於
け

る
吏
的
事
實
ビ
蒲
柳
ご
の
關
係
の
内
的
必
然
性
は
相
醤
的
、
勢
至
、
不
徹
底
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ば
、

そ
は
、
更
的
イ
エ
ス
の
他
に
、
キ
ソ
ス
ト
激
の
生
命
の
流
れ
ご
其
の
カ
ご
を
附
惣
し
つ
、
、
叉
、
か
、
る

生
命
の
流
れ
こ
カ
ビ
は
、
無
力
に
し
て
罪
に
迷
へ
る
「
人
聞
に
於
て
は
更
的
イ
エ
ス
の
暗
示
的
盤
化

力
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。
而
し
て
、
此
の
事
は
町
明
に
古
の
原
罪
の
激
を
黙
認
し
て

　
　
　
　
宗
敷
的
封
象
ぐ
み
て
の
歴
吏
的
入
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
｝
九
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み
る
の
で
あ
る
。
然
し
か
の
、
ポ
ウ
ロ
以
後
、
キ
ソ
ス
ト
澱
會
に
企
て
キ
ソ
ス
ト
敏
信
仰
以
外
の
総

て
の
光
を
清
し
、
キ
ソ
ス
ト
敷
以
外
の
総
て
の
宗
面
的
力
を
否
定
し
、
キ
ヅ
ス
ト
の
簸
罪
な
る
奇
蹟

の
上
に
立
つ
た
團
隊
專
有
の
救
濟
の
秘
義
を
絶
命
化
せ
む
爲
め
の
原
罪
の
教
は
、
も
早
や
近
代
入

の
意
識
を
濾
足
せ
し
め
な
い
は
論
ず
る
泡
も
な
い
。

　
次
ぎ
に
此
の
見
張
は
、
イ
エ
ス
な
る
過
去
の
総
点
に
属
す
る
人
格
が
、
現
在
、
我
々
入
間
同
志
に
於

け
る
が
如
く
に
認
識
せ
ら
れ
叉
、
直
接
な
る
戚
化
を
及
ぼ
し
得
る
ご
假
恋
し
℃
み
る
が
、
そ
は
甚
だ

疑
問
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
彼
の
生
時
、
弟
子
達
に
直
接
な
る
カ
を
輿
へ
得
た
ご
も
、
イ
エ
ス
ビ
現
在

の
我
々
ご
の
關
係
は
、
生
け
る
入
間
ご
入
間
ご
の
接
燭
で
は
あ
わ
得
な
い
。
又
、
若
し
イ
エ
ス
の
威

化
が
激
面
内
の
漆
絵
的
天
才
達
に
よ
っ
て
生
き
た
流
れ
ε
し
て
傳
達
さ
れ
る
ε
す
れ
ば
、
そ
は
最

早
，
イ
エ
ス
の
歴
心
的
事
實
を
取
扱
っ
て
み
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
歴
史
的
事
實
が
激
會
の
登

達
に
件
っ
て
標
々
に
他
物
を
混
じ
．
墾
化
し
又
、
豊
富
に
さ
れ
だ
結
果
を
取
扱
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
其
の
中
に
於
て
、
何
が
イ
エ
ス
に
濁
特
の
要
素
で
あ
り
、
叉
、
何
が
イ
エ
ス
に
言
い
た
時
代
が

附
加
し
た
要
素
で
あ
る
か
は
、
殆
ご
不
可
解
で
あ
る
。
且
叉
だ
こ
へ
我
々
が
イ
エ
ス
の
説
激
、
の
根

本
的
特
質
を
既
臼
に
把
捉
し
得
た
と
も
、
そ
は
入
汐
ご
入
間
こ
の
直
接
な
る
戚
化
を
與
へ
な
い
の

は
前
に
述
べ
た
…
池
）
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
イ
エ
ス
の
三
論
に
醐
す
る
批
詐
學
の
結
果



　
は
、
次
第
に
イ
エ
ス
を
紳
的
擢
威
紳
的
暗
示
ご
す
る
信
仰
を
脅
す
が
臨
め
、
今
や
吏
的
イ
エ
ス
を
承

　
認
せ
し
め
る
も
の
は
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
敷
品
品
の
信
仰
が
人
間
の
心
露
に
内
的
に
働
く
偉
大
な

　
．
る
カ
で
あ
っ
て
ぞ
の
反
甥
で
は
な
く
な
っ
た
。
ご
も
角
救
主
ビ
し
て
又
、
信
仰
の
甥
象
こ
し
て
の

　
イ
エ
ス
の
古
よ
り
の
位
麗
を
保
ち
つ
、
、
而
も
キ
ソ
ス
ト
駿
の
信
仰
の
本
質
の
中
に
新
し
き
救
濟

　
観
念
を
導
入
し
よ
う
ご
す
る
試
は
、
近
代
患
想
の
根
本
豫
想
に
聞
し
て
内
的
矛
盾
を
示
す
の
で
あ

　
る
。

　
　
か
く
て
、
現
代
の
「
般
の
宗
敏
思
想
は
轟
び
憩
背
骨
、
心
霊
主
義
者
達
の
患
想
に
露
っ
て
來
た
。

　
帥
ち
、
そ
は
ギ
リ
ス
ト
激
を
入
間
の
心
露
の
上
に
不
噺
に
叉
、
永
遠
に
働
く
神
の
内
惰
力
で
あ
る
こ

　
し
て
、
必
ず
し
も
イ
エ
ス
な
る
歴
史
的
人
格
を
承
認
す
る
を
必
要
ご
し
な
く
な
っ
た
。
斯
如
く
、
生

　
け
る
帥
の
信
仰
ご
吏
的
イ
エ
ス
ご
の
内
的
必
然
性
を
打
破
し
、
イ
エ
ス
の
生
涯
、
並
び
に
其
の
厳
に

　
興
す
る
諸
問
題
は
之
を
全
く
歴
史
批
評
學
に
委
ね
る
事
に
よ
っ
て
、
近
代
入
は
、
信
柳
の
上
に
學
術

　
的
研
究
の
重
荷
を
積
み
上
げ
る
ご
云
ふ
苦
痛
を
除
う
ε
す
る
○
こ
れ
故
に
、
彼
等
が
若
し
イ
エ
ス

　
を
認
め
る
こ
す
れ
ば
．
そ
れ
は
軍
に
キ
リ
ス
ト
敏
の
生
命
の
流
れ
の
歴
史
的
出
登
黙
ご
し
て
ト
あ

　
る
か
、
或
は
、
宗
鍛
激
育
上
に
の
み
意
義
あ
る
キ
リ
ス
ト
巌
の
象
徴
ご
し
て
や
あ
っ
た
。

　
　
然
ら
ば
、
以
上
の
事
よ
り
し
て
我
々
が
引
き
得
る
明
か
な
結
論
は
、
レ
ツ
シ
ン
グ
の
第
三
輻
暑
、
又

灘　
　
　
　
　
宗
教
的
鋤
象
芝
し
て
の
歴
更
的
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
圃
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肥
満

野
草
プ
セ
ン
の
第
三
講
に
於
て
暑
が
如
く
舞
鶴
信
仰
梼
の
歴
嵩
轟
を
も
琴

　
す
に
、
全
然
そ
れ
二
身
、
己
が
内
的
衝
動
に
よ
っ
て
進
展
し
叉
．
完
成
す
る
カ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
ご
云
ふ
事
で
あ
る
。

　
噛
然
し
が
、
る
宗
藪
の
獲
展
の
仕
方
を
、
果
し
て
我
々
は
末
來
に
観
て
豫
篤
し
又
、
期
待
し
得
る
で

あ
ら
う
か
。
　
私
は
今
、
ト
レ
ル
チ
ビ
共
に
此
の
結
論
を
拒
み
又
、
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
う
○
（
国
●
同
お
Φ
劉

鍵
警
鱒
U
8
昭
W
o
α
2
叶
9
一
σ
q
（
百
○
Φ
8
露
。
プ
讐
〇
三
＾
魯
甘
聲
蒙
巴
目
窪
愈
鎚
σ
。
戸
は
此
の
黙
に
嘗
て
、
又
、
此
の
論
文

全
膿
の
構
想
に
於
て
、
私
に
多
く
を
激
へ
た
V

　
倦
、
キ
ヲ
ス
ト
激
の
理
念
が
純
粋
に
内
的
信
念
の
カ
に
の
み
よ
っ
て
、
已
唐
身
、
登
展
す
る
ご
云
ふ

事
は
、
云
，
訣
迄
も
な
く
宗
教
に
於
け
る
團
隊
ビ
儀
禮
ε
の
意
義
を
見
て
み
な
い
○
信
港
が
宗
門
の

開
組
、
又
は
、
灌
威
者
に
於
て
結
合
し
よ
う
こ
せ
す
、
唯
だ
己
の
現
在
の
掴
人
的
確
信
の
上
に
の
み
立

元
う
こ
す
る
の
は
、
意
識
的
に
又
、
無
意
識
的
に
宗
論
團
膿
を
放
棄
す
る
事
で
あ
る
。
而
し
て
宗
激

團
隊
は
、
そ
の
團
隊
共
通
の
所
有
ε
し
て
の
精
榊
、
又
は
埋
念
を
、
宗
敷
藁
隊
の
規
範
ビ
し
て
の
宗
組

に
よ
っ
て
生
き
元
人
格
こ
し
て
説
明
す
る
事
、
郎
ち
儀
禮
、
な
く
し
て
は
成
立
し
な
い
○
而
し
て
キ

ソ
家
ト
の
も
ご
に
集
る
團
険
哩
ご
、
キ
ジ
ス
不
に
於
て
融
を
融
棍
舞
あ
夢
る
脱
獄
融
概
ご
が
排
除
さ
れ
た
腱
で
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は
、
孤
濁
な
個
入
の
所
論
ε
冥
想
、
個
入
の
宗
数
的
艶
情
の
無
政
府
的
、
偶
然
的
表
現
、
及
び
、
個
人
の
合

理
的
宗
教
論
が
入
る
で
あ
ら
う
。
然
し
が
、
る
仕
方
に
於
て
は
、
信
者
の
確
信
に
根
抵
を
輿
へ
る

力
張
い
中
心
黙
が
あ
り
得
な
い
、
否
、
求
め
マ
ハ
、
威
す
る
言
入
の
数
だ
け
の
中
3
5
が
現
は
れ
來
る
が
爲

め
に
、
そ
れ
は
蔵
入
的
．
歯
答
的
で
は
あ
ら
う
ご
も
、
偶
然
、
不
定
、
混
沌
に
陪
り
、
理
智
的
、
形
而
上
二
二
で

は
あ
ら
う
こ
も
、
薄
覆
無
力
ご
な
る
の
で
あ
る
Q
團
隊
こ
そ
の
四
温
的
精
紳
を
有
し
な
い
毒
牙
は
、

高
揚
附
奨
馬
鎧
、
統
一
的
力
を
有
し
て
み
な
い
ご
は
．
宗
激
學
、
特
に
宗
激
更
，
ご
宗
澱
3
5
理
學
の
研
究

の
結
果
が
明
か
に
示
す
庭
で
あ
る
。

　
掬
、
全
然
、
同
じ
機
に
騰
験
し
、
同
じ
標
に
思
考
す
る
多
く
の
個
入
が
相
互
に
何
の
關
．
係
も
連
絡
も

な
く
し
て
孤
立
的
に
並
立
す
る
ご
云
ふ
事
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
等
の
個
入
は
凹
々

に
相
二
連
し
係
干
し
て
一
の
團
隊
圏
を
つ
く
う
、
そ
の
團
除
圏
は
上
雇
ざ
下
郡
ご
に
分
た
れ
、
而
も

亦
、
そ
れ
は
一
の
具
膿
的
中
愚
説
を
要
求
す
る
ご
云
ふ
杜
會
心
理
的
面
詰
は
、
叉
、
宗
激
生
活
に
も
安

當
す
る
の
で
あ
る
。
師
ち
、
生
き
た
宗
激
は
、
一
般
に
、
一
定
の
上
髭
ご
下
層
、
及
び
堅
い
中
心
を
備
へ

た
か
、
る
品
等
圏
を
つ
く
り
、
そ
れ
あ
る
に
よ
っ
て
、
濡
話
の
カ
は
更
に
深
く
叉
、
篤
く
生
長
し
褒
展

し
得
‘
る
の
で
あ
る
。
　
一
々
、
具
腱
的
例
を
引
く
迄
も
な
く
、
明
か
に
、
宗
激
學
は
、
自
然
雲
斎
に
果
て
は

古
い
儀
禮
の
傳
承
が
結
合
黙
ご
な
っ
て
團
隊
が
形
成
さ
れ
、
精
聴
道
敦
に
於
て
は
預
言
者
や
開
魍

　
　
　
　
宗
数
的
罫
象
定
し
て
の
歴
吏
的
人
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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の
人
格
が
中
心
ご
な
り
、
彼
等
を
禮
舞
す
る
團
隊
ご
儀
禮
ε
が
形
成
さ
れ
る
事
を
激
へ
る
○
そ
れ

故
に
、
若
し
新
し
き
、
生
命
あ
り
又
．
カ
あ
る
宗
敷
が
出
現
す
る
ご
な
ら
ば
、
そ
は
確
に
記
入
の
宗
敷
的

確
信
を
全
然
、
個
人
的
に
登
饗
せ
し
め
る
事
で
な
く
し
て
、
そ
の
根
蝶
を
ば
團
隊
ご
働
事
ご
の
上
に

置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
く
己
自
身
の
上
に
立
ち
、
自
由
に
孤
立
し
て
昏
冥
が
各
自
に
螢
展
す
る
、

或
は
全
く
個
人
の
内
的
生
命
よ
り
湧
き
毘
で
n
而
し
て
、
お
互
に
共
鳴
は
し
つ
＼
も
聡
互
に
連
合
す

る
を
要
し
な
い
ご
云
ふ
宗
駿
の
第
三
帝
國
は
一
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
事
ば
多
く
の
個
入
の
興

昧
ご
理
性
ご
が
膚
然
的
必
然
性
を
以
て
連
結
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
経
濟
、
及
び
國
家

の
現
象
を
見
て
も
明
か
で
あ
ら
う
。
何
は
芒
も
あ
れ
、
キ
ソ
ス
ト
激
の
理
念
が
カ
あ
る
實
在
ε
し

て
已
を
謹
明
せ
む
が
爲
め
に
は
、
團
隊
ご
儀
禮
ご
を
必
要
ε
す
る
。
　
而
し
て
キ
フ
ス
ト
激
の
紳
の

認
識
に
於
て
結
合
す
る
團
隊
は
常
に
其
の
中
心
、
其
の
團
隊
の
首
領
を
求
め
、
そ
の
周
團
に
集
ら
ね

ば
な
ら
な
い
○
郎
ち
、
激
理
や
哲
學
に
よ
っ
て
“
は
な
く
、
キ
ソ
ス
ト
な
る
像
（
じ
d
ε
）
の
中
に
保
存
さ

れ
た
る
棘
の
啓
示
に
沈
潜
す
る
事
に
よ
っ
て
、
キ
ソ
ス
ト
に
就
て
の
標
的
雲
量
を
生
命
付
け
る
事

に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
に
於
て
帥
を
禮
了
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
聯
隊
は
己
を
養
ひ
又
、
力
付
け
る

の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
我
々
は
ト
レ
ル
チ
ε
共
に
証
會
心
理
學
的
立
場
よ
り
し
て
、
歴
更
絶
入
格
が
宗
激
的
儀



禮
、
駆
上
国
力
ご
そ
の
…
進
歩
登
達
に
不
可
欠
で
あ
る
事
を
知
、
つ
た
。
而
し
て
キ
ソ
ス
ト
激
の
理
念

を
歴
吏
的
イ
エ
ス
ご
を
結
付
け
る
に
は
是
だ
け
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
歴
史
的
イ
エ
ス
な
く
し

て
は
キ
ソ
ス
ト
敏
の
理
念
の
登
展
は
考
へ
ら
れ
え
な
い
。
宗
敢
哲
學
は
決
し
て
生
け
る
宗
鍛
に

代
り
又
、
を
樹
立
し
得
な
い
。
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然
し
、
若
し
イ
エ
ス
が
團
隊
を
統
一
す
る
、
一
の
生
命
の
流
れ
の
中
心
ご
考
へ
ら
る
、
な
ら
ば
が

、
る
イ
エ
ス
は
キ
ソ
ス
ト
敏
の
信
仰
の
輩
な
る
象
徴
に
す
ぎ
な
い
で
は
な
い
か
の
疑
問
が
起
る

で
も
あ
ら
う
○
燧
に
、
そ
は
或
る
意
味
で
は
象
徴
で
あ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
然
し
宗
駿
に
於
け

る
象
徴
は
屡
々
淋
秘
的
宗
激
観
に
於
て
見
ら
れ
る
如
き
仁
術
的
幻
想
の
遊
戯
の
封
象
で
は
な
い
。

眞
に
キ
ソ
ス
ト
激
の
生
命
の
流
れ
に
内
的
に
根
ざ
し
た
心
々
は
、
そ
の
團
隊
の
中
2
5
、
又
は
首
領
そ

の
儀
禮
の
統
一
黙
を
、
た
ご
へ
其
れ
が
如
何
に
美
し
く
表
現
さ
れ
よ
う
こ
も
、
全
然
、
一
の
紳
話
ご
は

考
へ
得
な
い
。
か
、
る
人
々
に
は
紳
は
密
な
る
思
想
や
可
能
性
で
は
な
く
し
て
、
生
け
る
聖
な
る

實
在
で
あ
る
、
從
っ
て
又
、
そ
の
紳
の
象
徴
も
生
命
で
あ
リ
カ
で
あ
る
。
す
べ
て
信
者
に
は
、
生
き
た

人
間
が
誠
に
露
語
的
に
生
き
、
信
じ
、
載
ひ
、
叉
、
勝
つ
た
こ
云
ふ
事
、
而
し
て
彼
の
生
命
よ
り
送
り
出
で

る
カ
ご
信
念
ご
が
己
肖
身
の
上
に
も
出
れ
古
る
ビ
云
ふ
事
は
不
可
欠
で
あ
る
。
從
っ
て
が
㌧
る

　
　
　
　
宗
敏
的
勤
象
ミ
し
て
の
歴
更
的
人
絡
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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象
徴
は
、
彼
等
に
は
生
け
る
象
徴
で
あ
る
。
而
し
て
象
徴
が
眞
に
生
き
て
來
ら
む
が
警
め
に
は
、
そ

の
象
徴
の
背
後
に
一
の
勝
れ
た
宗
租
、
乃
至
預
言
者
が
立
っ
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

か
、
る
宗
敏
的
樹
象
あ
っ
て
こ
そ
、
彼
等
は
淋
を
明
に
具
禮
化
す
る
事
が
出
來
，
又
、
限
な
き
カ
ご
光

ビ
生
命
ご
を
獲
得
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
見
漏
れ
ば
、
我
々
は
ヘ
ヤ
マ
ン
の
慮
謂
『
キ
ヅ
ス
ト
の
事
實
』
が
語
る
眞
理
を
無
親
し
て

ば
な
ら
な
い
の
は
明
か
で
あ
ら
う
。
鞭
ち
、
個
人
の
救
濟
の
確
信
は
イ
エ
ス
を
信
仰
す
る
事
に
よ

っ
て
始
め
て
得
ら
る
、
ば
か
り
で
な
く
、
又
キ
ソ
ス
ト
激
の
生
命
の
流
れ
は
、
イ
エ
ス
を
中
心
こ
す

る
事
な
く
し
て
は
存
在
し
得
す
、
而
し
て
イ
エ
ス
を
中
心
こ
し
て
、
そ
こ
よ
り
内
的
力
ご
眞
理
ご
を

受
け
む
が
早
め
に
は
、
そ
の
中
心
は
生
命
で
あ
ら
ね
ば
嫁
ら
ぬ
。
そ
れ
故
、
輩
な
る
宗
激
的
主
槻
圭

義
に
樹
し
て
歴
史
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
一
の
人
格
の
宗
毅
重
力
を
客
車
的
支
柱
こ
な
す
ご
云

ふ
昇
騰
に
於
て
我
々
は
ヘ
ヤ
マ
ン
一
派
の
キ
ソ
ス
ト
論
に
同
意
す
る
の
で
あ
る
。
　
唯
だ
然
し
、
我

々
が
ヘ
ヤ
マ
ン
　
一
派
ご
異
る
瓢
は
、
キ
ヲ
ス
ト
毅
の
信
仰
の
中
に
一
号
機
歴
史
的
略
図
を
持
ち
入

れ
る
ご
云
ふ
事
が
、
キ
リ
ス
ト
敏
を
孤
立
せ
し
め
る
ご
云
ふ
事
で
な
く
し
て
、
軍
団
に
キ
リ
ス
ト
激

を
他
の
絡
て
の
翰
墨
、
特
に
精
帥
的
倫
理
事
事
を
支
配
す
る
、
否
、
更
に
総
て
の
入
事
を
貫
通
す
る
　

般
的
な
魅
會
心
理
的
法
則
の
も
ビ
に
置
く
ご
云
ふ
事
で
あ
る
○
從
っ
て
、
原
罪
の
槻
念
に
よ
っ
て



お1

で
は
な
く
、
就
會
心
理
的
法
則
に
よ
っ
て
、
人
類
に
於
け
る
個
人
ご
概
論
ビ
の
不
可
思
議
な
る
關
係

ご
し
て
、
そ
れ
は
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
キ
ソ
ス
ト
藪
か
イ
エ
ス
の
歴
史
的
人
格
の
上
に
立
つ

ご
云
ふ
事
は
、
キ
ジ
ス
ト
敢
を
他
の
宗
駿
か
ら
匿
別
し
て
、
己
論
り
歳
事
を
與
へ
得
る
こ
の
二
二
を

占
有
す
る
事
で
な
く
し
て
、
人
間
の
精
紳
生
活
の
一
般
的
法
則
を
キ
リ
ス
ト
藪
に
も
玉
石
す
る
ご

云
ふ
事
で
あ
る
。

　
か
く
イ
エ
ス
の
入
格
を
ば
原
罪
に
謝
す
る
唯
一
の
纏
威
乃
至
．
カ
の
根
源
こ
し
て
“
な
く
、
全
然
。

編
垂
心
理
的
意
義
に
於
て
考
察
す
る
見
隠
は
、
次
ぎ
に
又
、
イ
エ
ス
の
入
格
を
歴
史
的
因
果
關
係
の

中
に
引
き
入
れ
る
事
を
妨
げ
な
い
Q
從
っ
て
、
此
の
磁
界
は
歴
更
幅
広
學
を
少
し
も
恐
れ
な
い
の

み
か
、
む
し
ろ
歴
史
學
の
研
究
に
侯
つ
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
宗
激
の
中
心
を
冠
す
象
徴

は
凝
固
し
た
不
動
の
敏
義
や
霊
徳
律
で
は
な
く
し
て
、
一
の
生
け
る
、
而
し
て
我
々
が
多
機
に
解
繹
・

を
容
れ
得
る
ご
共
に
叉
、
我
々
を
高
揚
し
力
強
け
る
人
格
の
像
（
じ
d
ま
）
で
あ
る
。
か
、
る
人
格
よ
り

送
る
内
的
生
活
の
流
れ
を
、
我
々
の
中
に
汲
入
れ
、
而
し
て
其
事
よ
り
し
て
我
々
は
良
由
に
我
々
自

身
の
當
面
の
道
徳
的
理
想
を
創
造
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
、
る
生
き
た
人
格
は
、
歴
史
的
連
鎖
の

中
に
立
た
な
い
、
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
し
て
、
歴
吏
的
生
活
の
貰
い
而
し
て
豊
富
な
關
係
そ
の

も
の
》
中
に
立
つ
存
在
で
あ
る
。
歴
史
的
生
活
な
く
し
て
は
此
の
人
格
は
キ
リ
ス
ト
激
の
理
念

　
　
　
　
宗
数
的
封
象
ミ
し
て
の
歴
吏
的
人
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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入

を
生
き
だ
カ
こ
し
て
は
示
し
え
な
い
。

　
イ
エ
ス
を
全
然
、
超
歴
史
的
に
孤
立
せ
し
め
よ
う
ご
の
試
は
今
省
ほ
多
い
が
、
然
し
イ
エ
ス
の
宗

藪
及
び
道
徳
の
思
想
が
全
く
そ
の
當
時
の
ユ
ダ
ヤ
漱
に
負
ふ
事
は
宗
敏
史
の
學
者
蓬
に
よ
っ
て

明
に
謹
明
さ
れ
た
○
又
古
代
の
キ
ソ
ス
ト
激
會
は
、
イ
エ
ス
の
精
紳
を
ば
歴
吏
よ
り
分
離
し
て
、
そ

れ
膚
身
に
て
伸
び
行
く
一
の
原
理
ε
見
持
し
た
が
、
此
の
結
論
は
軍
に
哲
學
的
思
索
や
組
織
的
入

世
親
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
カ
あ
る
強
い
雪
囲
的
入
格
の
長
い
縫
績
の
結
．

果
で
あ
っ
た
Q
而
し
て
が
、
る
人
格
は
丁
度
、
イ
エ
ス
自
身
が
ヘ
ブ
ラ
イ
の
豫
言
者
よ
り
生
れ
又
、

群
言
者
の
精
帥
よ
り
新
し
き
も
の
を
創
造
し
た
如
く
に
、
イ
エ
ス
よ
り
生
れ
又
、
イ
エ
ス
の
精
榊
よ

り
し
て
新
し
き
も
の
を
剣
造
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
、
る
見
地
よ
り
し
て
は
、
イ
エ
ス
が
救
濟
者
で
あ
る
ご
は
、
彼
が
絶
醤
的
濁
一
ご
云
ふ
事
で
は

な
く
し
て
、
イ
エ
ス
に
先
行
し
叉
、
後
緩
す
る
全
歴
史
を
集
中
し
て
、
其
れ
に
一
の
統
一
を
與
へ
る
中

心
黙
を
喫
煙
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
事
理
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
に
、
就
會
心
理
的
必
然
性

の
上
に
於
て
の
み
之
を
基
礎
付
け
る
事
が
出
軍
る
の
で
あ
る
。

　
要
之
、
キ
ソ
ス
ト
激
の
信
仰
は
、
た
こ
へ
其
の
中
に
プ
ラ
峯
ニ
ス
ム
ス
や
ス
ト
ア
哲
學
．
及
び
其
他

の
多
く
の
キ
リ
ス
｝
敷
以
外
の
入
生
観
を
含
う
こ
も
．
そ
れ
が
一
定
の
團
隊
ビ
一
定
の
儀
禮
を
持



ち
警
む
が
爲
め
に
は
、
撃
っ
て
叉
、
そ
の
信
仰
を
生
命
あ
ら
し
め
．
力
強
く
登
展
せ
し
め
む
阻
め
に
は
、

イ
エ
ス
な
る
中
心
を
宗
駿
的
醤
象
こ
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
キ
ソ
ス
ト
の
像
（
切
巖
）
を

ば
人
間
世
界
に
顯
現
し
た
紳
の
自
己
啓
示
の
中
心
こ
な
し
、
キ
ソ
ス
ト
に
於
て
紳
の
最
高
の
天
啓

を
禮
舞
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

5S3

宗
救
的
封
象
ミ
し
て
の
歴
更
的
人
格

ご
九


